
 

 

 

News Release 

2025年 1月 8日 

JCOM株式会社 

 

未公開映像と語り部の教訓を届ける 10時間超の特番を放送・配信 

「阪神・淡路大震災から 30年 1.17 つなげたい記憶」 
― 震災アーカイブ 「阪神・淡路大震災編」も公開 ― 

 

JCOM 株式会社（J:COM、本社：東京都千代田区、代表取締役社長：岩木 陽一）は、阪神・淡路大震災の記憶

を次世代につなぐため、取材記録や伝承活動をテーマに「つなげたい記憶」として特別番組を 2025 年 1 月 17

日（金）に午前 5 時半から午後 10 時まで、ほぼ一日を通じて放送します。同番組は震災を知らない世代や関西

地域以外の方にも伝えるため、YouTube や地域情報アプリ「ど・ろーかる」で生配信します。また、震災伝承活動

である震災アーカイブ 「未来へつなぐ 語り部の声 ～阪神・淡路大震災編～」を 2025 年 1 月 8 日（水）より特

設サイトおよび YouTubeで公開します。 

 

 

阪神・淡路大震災から 30年を迎える本年、J:COMは震災の記憶や教訓を次世代へつなぎ、未来に生かすため

に「つなげたい記憶」をテーマに特別番組を放送します。被災エリアとともに復興してきた地域密着メディアとして

の長年の取材記録とネットワークを生かし、30 年間の記憶の伝承と安心・安全な街づくりの取り組みを地元の目

線で伝えます。 

 

J:COM は日頃から地域に根差した防災・減災情報を発信しており、阪神・淡路大震災に関しても毎年追悼とそ

の土地の方々の想いを伝え続けてきました。本年の節目にあたっては、放送は延べ 10 時間、配信は 16 時間

30分の特別編成で、重要な記録や教訓を深く掘り下げます。 

 

番組では、J:COM（当時は芦屋ケーブルテレビ）のカメラマンが撮影した被災直後の街の未公開映像を紹介し、

現地での取材をもとに貴重な教訓を伝えます。また、当時の写真や動画、地域住民への取材を通して 30年間の

街と人々の変化を辿ります。さらに、「語り部KOBE1995」の代表である長谷川元気さん（小学校教諭）や、「がん

ばろうKOBE」をスローガンに被災者支援に取り組んできた俳優の堀内正美さんにインタビューを通じて、被災経

験を伝え続ける意義とその想いに迫ります。 

 

J:COM はこれからも、震災の伝承や地域の防災・減災に関する情報発信を通じて、安心・安全で持続可能な地

域社会に貢献してまいります。 

＜過去の追悼行事の様子＞ ＜震災直後の芦屋を記録した映像＞ 



＜番組概要＞ ※放送・配信スケジュールおよび内容は予告なく変更になる場合があります。 

タイトル 特別番組 阪神・淡路大震災から30年 1.17 つなげたい記憶 

WEBサイト https://c.myjcom.jp/jch/west_01/special/hanshin_awaji_daishinsai.html 

放送・配信日時 2025年1月17日（金） 午前5時30分～午後10時00分  

放送 
「J:COM チャンネル」 地デジ11ch （関西エリア） 

※関西以外のエリアにお住まいの方は配信をご覧いただけます 

配信 

① 「J:COMチャンネル・J:テレ」 

https://youtube.com/live/bjDvJe2Scew 

 

② 地域情報アプリ 「ど・ろーかる」 

 

 

 

 

 

主なプログラム 

・午前5時半～ 

・午後5時半～ 
追悼式典「1.17あの日を忘れない」 ＜生中継＞ 全2回 

・午前7時～ほか 

・午前9時半～ほか 

あの日を想い続けて （語り部の声のアーカイブ） 2話 

世代を超えて語り部活動を行っている方々のメッセージを記録し、次の世代へ伝承 

午前7時半～ほか 
教訓を力に 関西の動き 

30年目に向けた兵庫県、関西地域の防災・減災の取り組みをまとめて紹介 

・午前8時～ほか 

・午前10時半～ほか 

かわるもの、かわらないもの～神戸今昔～ 2話 

30年前の写真や動画、復興した街とその地で暮らす方々への取材から振り返る 

午前10時～ほか 
メディアの記録と教訓～30年前の芦屋～ 

被災直後に未公開映像と現在の姿から教訓を学ぶ 

午前11時～ほか 
甲南大学×芦屋市 つなぐ、伝える 

甲南女子大学と芦屋市が共同制作した阪神・淡路大震災30年事業の2作品を紹介 

 

＜伝承活動概要＞ 

取り組み名 

震災アーカイブ 「未来へつなぐ 語り部の声」 

震災の記憶を風化させないこと、復興への思いを被災した方々と共有することを目的に、震災伝承の

連携組織「公益社団法人 3.11メモリアルネットワーク」と協働し、「震災アーカイブ」と題し震災に関連

する映像作品を配信しています。 

WEBサイト https://www.jcom.co.jp/corporate/sustainability/community/disaster_prevention/voice/ 

配信開始日 2025年 1月 8日（水） 

新作タイトル 震災アーカイブ 「未来へつなぐ 語り部の声 ～阪神・淡路大震災編～」 

語り部 高井千珠さん 

内容 

1995年1月17日の阪神・淡路大震災から30年。震災アー

カイブの特別編として、当時西宮市のご実家で被災された

高井千珠さんにお話を伺いました。当時1歳半だった長男

の翔くんを亡くされた高井さん。現在も、ご自身の経験と合

わせて、翔くんが生きた証を伝えて続けています。高井さ

んの30年間の中での変化、未来へ残したいメッセージをお

届けします。 

視聴方法 

「J:COM公式YouTubeチャンネル」 

本編：https://youtu.be/4xL9puphsdo / ダイジェスト版（6分）：https://youtu.be/g37uxjYcNOw 

※今後、J:COM STREAMでも無料配信を予定 
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（参考） 情報発信による防災・減災の取り組み 

J:COMは日頃よりコミュニティチャンネル等を通じて地域の安心安全に関する情報発信を行っています。 

また、震災の記憶を風化させないこと、復興への思いを被災した方々と共有することを目的に「震災アーカイブ」と題

し震災関連の映像作品を蓄積・配信しています。 

https://www.jcom.co.jp/corporate/sustainability/community/disaster_prevention/ 

 

JCOM株式会社について <www.jcom.co.jp/> 

JCOM株式会社（ブランド名J:COM、本社：東京都千代田区）は、1995年に設立された国内最大手のケーブルテレ

ビ事業・番組供給事業統括運営会社です。ケーブルテレビ事業は、札幌、仙台、関東、関西、九州・山口エリアの11

社65局を通じて約572万世帯のお客さまにケーブルテレビ、高速インターネット接続、電話、モバイル、電気、ホーム

IoT等のサービスを提供しています。ホームパス世帯（敷設工事が済み、いつでも加入いただける世帯）は約2,338

万世帯です。番組供給事業においては、14の専門チャンネルに出資及び運営を行い、ケーブルテレビ、衛星放送、

IPマルチキャスト放送等への番組供給を中心としたコンテンツ事業を統括しています。 

※世帯数は2024年9月末現在の数字です。 

 

J:COMのサステナビリティ 

J:COM では、事業活動を通じたサステナビリティ経営を推進しています。お客さまの豊かな「暮らし」を支える企業として、持続的

な「地域社会」へ貢献を行い、その土台である「地球環境」と関わるすべての「人」を対象として、4 つのマテリアリティと、さらに具

体化した 12のサブマテリアリティを 2023年度に再設定しました。 

 

＜本事業と関連するマテリアリティ＞ 

マテリアリティ：「安心安全で持続可能な地域社会への貢献」 サブマテリアリティ：「安心安全な街づくり」 

自治体・パートナーと連携し、日ごろの備え、発災時の災害情報発信、復興支援まで災害から地域を守る活動を実施し、また、警察

署などと連携して特殊詐欺をはじめとする各種犯罪の被害防止に関する活動を推進します。防災・減災・防犯に関する取り組みを

通して安心安全な街づくりへ貢献していきます。 
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